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はじめに

新建地区では、平成26年8月20日未明からの豪雨により、地区周辺に

存在する渓流の多くで土石流が発生し、3名の方がお亡くなりになり、多く

の建物が被害に遭うなど、甚大な被害が生じました。災害の発生後、新建自

治会では、このような被害を二度と繰り返すことがないよう、人命保護を第

一とする観点及び長期的な視点での安全・安Ihなまちづくりを目指し、防災

意識の向上などを目的とした「新建ポータルサイト」の設立や、住民のアン

ケート結果を反映させた広島市への要望書の提出などの取組を進めてまいり

ました。

災害の発生から2年半余りが経過し、地区周辺では、砂防堰堤の整備や河

川の改良など、災害からの復旧・復興のための施設整備が進められており、

地区の安全性は高まりつつあります。その一方で、地区内には依然として防

災上の不安を抱えている部分があり、住民も不安を抱えたまま暮らしている

状況にあります。こうした不安を払拭するためには、地域と行政、民間事業

者が一体となって、継続的にまちづくりを進めていく必要があります。この

ため、新建自治会では平成28年7月に「新建地区復興まちづくり協議会」

を設立し、目指すべきまちの将来像やその実現に向けた取組等のイメージに

ついて住民同士で話し合い、「新建地区復興まちづくりプラン」を取りまと

めました。

私たちの住む新建地区は、豊かな自然環境に恵まれ、静かで暮らしやすい

まちです。この「新建地区復興まちづくりプラン」は、この地区に住む誰も

が、いつまでも住み続けることができ、住んで良かったと思える魅力あるま

ちの青写真を描いており、その実現に向けた指針となるものと考えています。

今後は、このプランに基づき、住民・自治会と行政や民間事業者が一体と

なって、まちづくりに取り組んでまいります。

平成29年3月27日

新建地区復興まちづくり協議会会長今田　勝馬
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1新建地区復興まちづくりプランとは

（1）作成の背景
○　新建地区では、平成26年8月20日未明からの豪雨により、地区周辺に存在す

る渓流の多くで土石流が発生し、甚大な被害が生じました。

○　災害発生後、消防士による救助や捜索活動、国・県・市による道路啓開などの

応急復旧が〒われる中、住民においても、全国からのボランティア支援などを受

けながら、土砂やガレキの撤去など　日々の生活を取り戻すための取組を行いま

した。

○　また、広島市が策定した「復興まちづくりビジョン」に基づいて、国・県・市

が連携して、砂防堰堤や雨水排水施設などの肪災・減災のための施設整備に取り

組まれるとともに、当自治会においても、安全・安心で活力ある暮らしを再生す

るための活動を開始しました。

○　しかしながら、被災前は216世帯が暮らしていた当地区では、二次災害や生活

再建への不安などから転出が相次ぎ現在では190世帯までに減少しています。

○　我々は、これまでの活動をより充実させるため、「新建地区復興まちづくり協

議会」を組織し、「新建地区復興まちづくりプラン」の作成に取り組むこととし

ました。

（2）プランの目的
O「新建地区復興まちづくりプラン」は、災害からの復興に向けて、災害に強い、

安心して暮らすことのできるまちを実現するため、住民同士で話し合い、目指す

べききちの将来像や、その実現に向けた取組のイメージを共有する目的で作成す

るものです。

毒壷の将来像紳

埋坦勉布メ二ジを寒菊壊し，

塞違遵教権職部室進ぬ遜
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（3）プランの位置付け
○　プランは、まちづくり活動の指針となるものであり、住民が中高、となって実施

する取組と、住民のみでは実施不可能な部分について行政や民間事業者にお願い

する取組を掲げています。今後は、このプランに基づいて、それぞれの役割分担

の中で相互に協力し、新建地区の目指すべきまちの将来像の実現に向け、取組を

進めて行きます。

住民の取組

－りプランー

行政・事業者の取組

辻≒し三』

災害に強い、安心して暮らすことのできる
目指すべきまちの将来像の実現

（4）プランの作成手法
○　プラン作成にあたっては、広島市からコンサルタント派遣等の支援を受け、住

民参加の「ワークショップ」形式により話し合いを進め、住民の意向を反映した

計画としました。

○　また、プランは、新建自治会から広島市へ提出した要望書（平成27年1月、3月）

をベースに、団地内の情報共有化を図る「新建ポータルサイト」の設立、広島県

施行の砂防堰堤下公園の整備に関するワークショップなどこれまでの取組を盛

り込みながら取りまとめました。

ワークショップの様子
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2　新建地区の概況
2

（1）立地
○　新建地区は、根谷川左岸、高松山の山麓の可部東六丁目に位置しており、高度

経済成長期以降の団地開発により宅地化された住宅団地です。
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新建地区の位置

（2）人口、世帯数等
○　平成28年9月末現在、新建地区が含まれる可部東六丁目の人口は732人

で、このうち65歳以上の高齢者が249人と34％（広島市：24．0％、安佐北

区：30．8％）を占めています。一方で、15歳未満の若年人口は79人で、全体の

10．8％（広島市：14．1％、安佐北区：12．1％）となっており、広島市全体や安佐

北区全体と比べても、少子高齢化が進んでいます。

新建地区復興まきづくりプラン
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○　可部東六丁目の世帯数は319世帯ですが、このうち単身世帯が86世帯

（27・0％）、2人世帯が122世帯（38．2％）であり、2人以下の世帯が半数以上

を占めています。

地区の人口と世帯数
人口

総数 �15歳未満 �15－64歳 �65歳以上 

総数 �732 �79 �404 �249 

（男 �350 �35 �205 �110 

l女 �382 �44 �199 �139 

総数 �単身世帯 �2人世帯 �3人世帯 �4人世帯以上 

319 �86 �122 �59 �52 

（注）平成28年9月未現在の住民基本台帳人口に基づく。
可部東六丁目の集計のため、新選地区以外の地区を含む。

【参考】新建地区と可部東 六丁目の範囲　　　　　　〟 
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（3）魅力と課題
○　新建地区には、以下にあげるような魅力と課題があります。

【魅力】

●生活利便性が高いこと

○　新建地区は可部の市街地から1km圏内と近く、商業施設や病院、保育園など

の施設が近くにあることから、生活に便利な地区です。

○　平成31年度には、都市計画道路「可部大宅寺線」及び「高陽可部線」が整備され、

可部東地区から高陽方向へのアクセスも容易となるなど、更なる生活利便性の向

上が期待されています。

●自然が豊かであること

○　新建地区は周囲を山に囲まれ、

地区内にはきれいなlIIも流れるな

ど自然環境が豊かです。

○　都Ihに比べ空気や景色も良く、

静かで暮らしやすい環境です。
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自然が豊かな新建地区

●若い世代が住みやすい環境であること

○　新建地区は郊外にあり、比較的地価が低いため、若い子育て世代でもマイホー

ムを持ちやすい環境です。

○　地区の年間行事などでは若い世

代が中心となって積極的に活動を

行っています。特に、新建夏祭り

は、地区外から若い世代の来訪者

も多く、賑わいのあるイベントに

なっています。

新建夏祭り「文教太鼓葵」による奉納太鼓の様子
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【課題】

●安全・安Ibな暮らしへの不安

○　平成26年8月20日豪雨災

害以降、砂防堰堤等の整備が

進められ、災害に対する安全

性は以前より高まっています

が、依然として防災上の不安

を抱えている部分があります。

○　地区の南北が台IIiにより分

断されており、これを結ぶ公

道がないことから、避難経路

や災害時に孤立する恐れがあ 土石流の流下跡

るなどの課題もあります。

〇　人ロ・世帯数の減少や少子高齢化の進行等により、空き家・空き地の増加、家

屋の老朽化による倒壊危険性や景観の衰退、ゴミの不法投棄や放火・不法侵入な

ど犯罪リスクの増加のほか、地震等による家屋倒壊に伴う周辺への影響が懸念さ

れます。

●交通の仮が悪いこと

○　新建地区には公共交通の乗り入れがなく、自家用車がないと不便な環境にあり

ます。

○　今は多くの人が車を運転できるため、便利に暮らせていますが、今後、高齢化

がさらに進み、車を運転できない人が増えてくると、そうした人たちの生活の足

の確保が課題となってきます。

●コミュニティの希薄化がlb配されること

○　新建地区ば自治会への加入率は98％と高いですが、総会へ参加する世帯は少

なく、このままではコミュニティの希薄化が心配されます。

○　日頃から住民同士のコミュニケーションが十分に図れていないと、災害をはじ

め、困ったときにお互いに助けあうことができなくなります。

2
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3　既に行っている地域の取組
3

（1）安全・安Ihを取り戻すための取組

【「新建ポータルサイト」の設立（団地内の情報共有化〉】
≪新建自治会≫

○　平成26年8月の被災を

教訓に、肪災意識の向上と

コミュニティの活性化のた

め、平成27年5月に地域

のポータルサイトを立ち上

げました。

○　これまでに、安否情報シ

ステムの導入、自治会で設

置した雨量計データと高解

像度降雨ナウキャスト等を

基にした自治会独自の防災

情報の配信などを行ってい

ます。 新建ポータルサイト

【雨量計の設置】≪新建自治会≫

○　市の避難勧告を待たず、独自の判断で住民に早めの避難を促すために、「国際ロー

タリー第2710地区」の助成金を活用して雨量計を設置し、平成27年7月下旬

から本格連用しています。

○　リアルタイムで雨量を把握し、自主防災に役立てるため、一定量を観測した場合、

あらかじめ登録した住民の携帯電話やスマートフォンに自動で警報メールや防災

情報を配信します。また、

インターネットで雨量デー　漑謹

夕を確認することもできま

す。

軽輩
雨量計設置の様子

：芯
擾

欝轟

新建地区復興まうづくりプラン
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3

【土砂災害避難訓練の美樹≪新建自主防災会≫

○　平成27年2月に土砂災害　　年

を想定した避難訓練を実施し

ました。

○　避難訓練は、自主防災会長

判断による自主避難、寺山公

園に設置された防災行政無線

屋外スピーカーからのサイレ　＿

ン吹鳴による全世帯の避難の

2段階で実施しました。　　　　一、

圭遇達謡寧義幸　∵字

土砂災害避難訓練の様子

【土砂災害緊急避難マップの作成】≪新建自主防災会≫

〇　台自治会自主防災会と連携し、平成27年4月に「土砂災害緊急避難マップ」

を作成するとともに、予測が困難なゲリラ豪雨への対策として、自主避難を開始

する基準を定めています。

土砂災害緊急避難マッす
〉　　ご一一＿元、　i　（　＝　ji三　　　一ニュー、∴言霊要

言㍉主計　は）三三主音∴∴∵二言＿　ヱ黒　はこ　し日．～霊鳥掠

8－　上　一十才高言一一〉‾王ミ　　　‾　　雪浩三で予言i∴÷∴彊

¢ノ　‾上　手予言三宰晴子善事㌻∴∵雪　子　　一江章一7
〈ミニ二　　と　‾　1－＿，∴二つ

京詰繁華－、」 

∴∴「 ！ �∵l・∴ �「∴∵　∴＼∴ 

‘子中 
言霊：亀子 �1′し一丁，こ ぼ●＿“ご‘－ 

纏桑‾料∴÷∴意義
…ぺ一一一　∴÷言孟宗学芸霊

置“象」暮し

鷲繁華享㌻（　一　　　　　　　　　　　事）∴∴∴よ

同定三一㌦言護
：　‾11－．－ノ

整塑

すき一一一家離聖㌔ン

一㌔キ∵士，｝

軍閥輩竃
関　越田圃　丑二二着

「享子∴言十字㍉薯
夢”ニー　　÷言苦謀，、項．鴨

I i置　■寄書　章．●ヽ

土砂災害緊急避難マップ
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【自主防災避難マニュアルの作成】≪新建自治会≫

○　平成27年4月に「自主防災避難マニュアル」を作成し、防災意識の向上を図りました。

雷質爵藍自主騙災避 ��難マ二王デル腎ゴ篤崇 ��二二二示二二㍍「‾‾－‾‾‾‾‾「 　胴乱前会厄iC動一船舶i龍a触　一瞥薫，ノウ 

誓整調 �畠眼 雨量糾 ∴∴ヽ子 � �i � 

立ち上げ �、立ち上げ �丘立上げ ��未墾患者の櫓線の 

粗、立議長毅にて ��鴎駁 

子： � ��十∵十 g 

認蓑驚薫善しi ��∴∴一言 　） � � 

日頃の備えが身を守ります ��（畿駕，ii n？ �青さ元子● し賛辞馬嘗一瑠稜） �遇瞳it赤 く登壇輯蛙） ��澄雄基霊地 

∴一言：÷∴ ��ベ � � ��自助 共助公劫 一 �轟 

遥蛙の執こ率紬一二蛋詑・虎擬して置く箪∴l �� �竣漉すろ � ��迂穀 

裳の周囲で危険と思える所の妃窪 葉桜で生壁皇豊玉の鴫絃 ��衆の⊥韓や垂全霊 堂墨世唾五里逆に � � �� 

空也也＿＝士の陣取 非常時の持ち勘／物の埠個 陳弁鶏の蓋姐且盟主の特賞 �� �一手←　　三　　ミ　巧、 � �� 

弓○∴i子 （迎・旺塾生．互生一理・息盟1 ��≒土宣L易い並i・としコ」 遼互生L並を身の即） に湿く � � ��異常が畢あ崩した 

【「可部地区まちづくりを考える会」での事例報告】≪新建自治会≫

○　平成28年11月に安佐北区役所で開催された、住民が地域活動を発表する「ま

ちづくりを考える会」において、災害時の安否確認システムの導入による共助の

仕組みについて発表しました。

－ 

語韓珊∴霊華芋薫管察常幸熊紫譜∴亭＼／車中点差∵項∵予 

この度、安否確認システムを、世話対応から個人対応にいたしました。 
それに伴い、希望者の方には、家族用の「新建カード」発行します。〈陣場豊間根でので、静電種は挺曇にeLはて丁合い．） 

家族間での安否確認が可能になり、もしものときは、住民みんなで助け合える様になります。 

◇メ二ルアドレス尊徳　…　＼ 
安否確認のマイページから、メールアドレスの登録をお願いします。 
自治会から様々な備観を配信いたします。 

・避難備競（遥龍郷削胴、逝難錨告、迎超指示）が発令されると、その内容を配信します。 

安否発信URL付きのメールが届き、スムーズな安否情報の発信が行えます。 
・雨曇相の警報メールを配信します。′ 

・自治会からのお知らせを配信します。 

緊急連絡網ほど緊急性がない、確報を甜冒します。（注意喚起や雨量の傾向など） 
イベント情報〈回覧で適した行事などを、その直抑こ配信して、記憶を補います。） 

・活動グループ内の連絡網を配信します。 

グループは重患年会．手鮒，要子食．部会〉内でメール連絡が行えます。 
既読確認が可能で、情報のズムーズ且つ確実な伝道が行えます， 

◇臆災－ 
防災メールの一本化を行いますので、新廷防災メール登録を、安否確箆のメール登録に移行いたします。 
お名前を確認し、移行可能な方に対し行います。移行されたかの確掛まマイページで行えます。 

◇薗登艶の之星空主ム′く二芝ヨンアップiこつい 
10分間．1時鳳3時間．24時間．累加．長期奏効，雨量指数R’の、雨量情報が表示される様になりました。 
それぞれの値に励値を授けて、馨寵を配信します。 
雨露指数R，は、短期雨量と長期雨露を社会的に表した値で、災害発生の予測こ用いられています。 

新建ホームページを、ときどき覗いてみて下さい。 
回覧板の内容を載せたり、各グループの活動内容を発信しています。 
また、機々な情報を充実して参りますので、どの様な情報があると便利などお知らせ頂けると幸いです。 

窮Fa蒜競業課し磐譜？で・興味の鑓方は・そちらも覧てみて下さいe 

発表資料（抜粋）

新建地区復興まちづくりプラン
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（2）活力ある暮らしを取り戻すための取組

【「新建すまいるカフェ」の開催】≪新建自治会≫

○　平成26年11月から平成28年12月まで、住民グループにより、被災者や住民が、

悩みや不安を語り合う場として、「新建すまいるカフェ」を開催しました。

「新建すまいるカフェ」は月1回開催し、グノスマスコンサートを行うなど、被

災者のいやしの揚となりました。

草∴ 堤 � ��／蘭 

義Or∴・ � �濁 ＿－＿＿＿＿＿上＿． 

援撥il � ヽ
 ／＿＿－」－＿ 

クリスマスコンサート

【とんど焼きの復活】≪新建青年部≫

○　平成28年1月に、地域に賑わいを取り戻すため、子育て世代が中心となって、

30年以上前に途絶えていた「とんど焼き」を復活させました。

舞
子　　　　　　㌔　＿重言　　．●〃t一　jJデ

際∵　　　＿－．壷∴二∴鎮ま仁王 ���t �轍 l t � �T聖戦．‾＼　　　　　」 　　　　　　　　〇m、 P“　　　‾ベ＼‾‘告∴一言丁重簾 田と二重S〇〇〇〇〇〃Oi ���言 �� �÷草野咄葦藷 ∴彊∴二∴ 「‾1㌦」 ∴∵＿∴∴∴∴÷∵ 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇＿○＿よこでふ．、． ∴高「「言∴ 巨言霊，，詰 ∴∴Sti〇〇〇〇〇〇〇〇〇∴ 

‘ヽ，ふ．＿ ・1－－－年、．零、 

とんど焼きの様子
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【広島県施行の砂防ダム整備に伴う公園整備に関するワークショップ

の開催】≪新建自治会≫

○　砂防ダムの管理スペースを公

園として整備することを議題

に、平成28年1月から3月ま

でに4回のワークショップを

開催し、公園整備に関するイ

メージ等を取りまとめました。

tTlココ　∴i嚢

雪 ！ �－ ��ン⊂－ 

∴一∴∴∴＿ 
：∴「、一　　　　　　　　子：「∴ 

ー＜誓一 言言 

一∵∴∵ヽ∴ � � �（魂離∴i） ）： 青虫 

1、＼1蔵 ．′・　　て‾ 

公園整備に関するワークショップの様子

（3）その他の取組

【被災記憶の継承】≪新建自治会≫

○　平成27年12月、被災か

ら復旧した可部東第四公園に、

被災の記憶を次代に継承する

ことを目的に、記念碑を建立

しました。記念碑には「広島

豪雨災害記念碑」の文字と災

害のあった年月日を刻んでい

ます。

li●

、、－　　　　　　　　　　　　′・，　　　　　　l

㌻詳言譲料畠

記念碑除幕式の様子

【熊本地震の支援金贈呈】≪新建自治会≫

○　平成28年10月、熊本で平成28年4月に発生した地震の被災住民の交流に役

立ててもらうため、「新建すまいるカフェ」で募った寄付金を被災地で舌動するボ

ランティアへ支援金として贈呈しました。

新建地区復興まうづくりプラン
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4　まちの将来像とまちづくりの基本方針

（1）きちの将来像

○　新建地区の現状や魅力、課題などを踏まえ、この地区が目指すべきまちの将来

像として、次のように掲げます。

騨我蔀誰絶諺繍捌動譲婚堪。繍建

●　平成26年8月の被災以降、地区に居住する世帯の約1割が転出されました。

●　今後、少子高齢化の進展などにより、地区の居住者数が徐々に減少していく

ことが予想され、将来的なコミュニティの希薄化や空き家・空き地の増加が懸

念されます。

●　このため、新建自治会では、災害を契機に我々住民が一丸となって、新建地

区復興まちづくりプランに基づく魅力的なまちづくりに取り組むことにより、

この地区に住む誰もが、「いつまでも住み続けられるまち」を目指します。

●　このことにより、「移り住みたいまち」、そして、これから地区に入ってくる

人たちが「住んでよかったと思えるまち」、都市部へ巣立つ子どもたちが「将来

帰ってきたい故郷」へと繋がるものと考えます。

惨彗】害毒づくりの考え方（寮ぢづくりワークショップより）

◆新建地区まちづくりの視点 

●葉鷲嵩窯諾イの勧めか∴L塑董窒誓う 
気 ●驚馨力ある地区に1－霊羊蹄 ‘まちづくりは自分たちで考え“自分たち千三㌔②このまま坤 ：謀議譲驚紫糀！　推移すると… 

2016　10年後　20年後 

●地区の将来の目標は何？　　　　　　　　　　　　　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一つ I ・将来どうなってほしいがこのままだとどうなるが？∴；作戦1弱みを克服する： 

・目標と現実のギャップを埋めるのか取り組みアイデア　：作戦2強みを伸ばす・ 
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（2）きちづくりの基本方針

○　まちの将来像を実現するため、以下の4つを基本方針として、まちづくりに取

り組みます。

●災害に強く安全で安心なまちづくり

●　多くの人が住み続けられるきちであるためには、何よりも安全な日常生活を

送ることのできる環境が重要です。また、そうした環境があってこそ、外から

新しい人たちを呼／iことができます。

●　防災や減災のための環境整備に取り組み、災害に強く、子どもからお年寄り

まで安全で安I心して暮らすことのできるまちづくりを進めます。

●居住環境が整った暮らしやすいまちづくり

●　生活の利便性が高く、暮らしやすいことは、市民が住むところを選ぶ上で重

要な要素です。

●　空き地の活用や公共交通の誘致など新建地区が抱える課題の解決に取り組

み、居住環境が整った暮らしやすいまちづくりを進めます。

●地域コミュニティが舌発で多世代が交流するまちづくり

●　人口が維持され、活性化が図られている元気な地域は、地域のコミュニティ

活動や住民の交流も活発に行われています。

●　地区内の交流環境の整備に取り組み、地域コミュニティが舌発で、子どもか

らお年寄りまで多くの世代が交流できるようなまちづくりを進めます。

●外からも人を呼べる魅力あるまちづくり

●　若い人たちをはじめ、外から多くの人が入ってくるまちには、そのまちなら

ではの魅力があります。

●　子育て環境や文化、自然環境などを活かした、新建地区の魅力向上に取り組み、

外からも人を呼び込むことのできる、魅力あるまちづくりを進めます。

新建地区復興まちづくりプラン
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5　将来像の実現に向けた取組の展開

（1）災害に強く安全で安Ihなまちづくり

道路・水路等の計画的な整備

地区内には幅員の狭い生活道路が多く、安全な避難や災害時の大型車両の進入

などの面から改良が必要です。また、新建川、台川は流路断面が小さい箇所があ

ることから、対策が必要です。

広島市の「復興まちづくりビジョン」に掲載されている市道の拡幅や待避

所整鯖、新建lII・台川の局部改良、広島県による整備が決定している板谷

II使用100渓流の砂防堰堤に加え、地区内の避難に有用な道路の整備など、

道路・水路等の計画的な整備を図ります。

【重点的な取組】

●地区内道路のネットワーク化（私道の公道化）

○　当地区は、大規模未利用地を挟んで南北に二分されており、平成26年8月の

災害時には、土石流により可部市街地方面への避難経路が寸断され、北側地区の

住民が孤立しましたoしかしながら、地区には南北をつなぐ公道がなく、未舗装

で不安定な私道（未利用地の通路部分）を避難路として利用せざるを得ない状況

にありました。このため、緊急時には、双方向の往来が可能な避難路となるよう

地区内道路のネットワーク化（私道の公道化）に取り組みます。

○　地区内道路のネットワーク化（私道の公道化）に向けて、地域住民の合意形成

などに取り組みます。

，∴盛、，

被災状況

翠為義∴

藷繋瞳欝
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●工事用道路の公道化

○　現在、整備が進められている砂肪堰堤の工事用進入路は十分な幅員があり、土

砂災害も含め非常時の避難道路として有効に機能すると考えられるため、工事終

了後の公道（市道）化に向けて取り組みます。

○　北側の道路を公道化することにより、三人方面へ抜ける交通量が増加すること

が懸念されることから、諸交通の安全の確保に取り組みます。

○　公道（市道）化に向けて、地域住民の合意形成などに取り組みます。

／．γ∴云 

工事用道韓の公道 �l　了一・・亮一 　1－章、＿－膏 

し‾：・・亘華雷 

∴T「∴　　；∴∴∴ 　　　：シ’‾ 

‾†ゝ　　　　　　　　ニィ一一・一二 

同額洞＝盆 緊急時への備えの充実

災害に強い、安全で安心＼なまちを実現するためには、いざという時のための備

えが重要であり、減災という視点からの取組が必要です。

これまでに取り組んできた地域のポータルサイトによる情報発信や安否確

認システムなど、災害に備えた取組を継続的に実施、充実させるとともに、

住民の生命を守るための施設や設備の整備などにより、緊急時への備えの充

実を図ります。

新建地区復興まうづくりプラン
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【重点的な取組】

●避難所と集会所を兼ねた施設の整備

○　新建地区内にある既存の集会所は、緊急時の避難所として十分な安全性を備え

ていないと考えられるため、現在ちびっこ広場として利用している場所を候補地

として、避難所と集会所を兼ねた施設の整備に取り組みます。

○　施設の整備に向けて、地域住民の合意形成などに取り組みます。

【中長期的な取組】

○　全ての住民が緊急情報を入手でぎ速やかに避難することができるように、各

家庭への防災無線や有線設備など、防災情報の通信設備の設置に取り組み、災害

の防止に努めます。

○　パソコンやスマートフォンを持たない高齢者世帯などにおいても、簡単な機器

で安否確認等が〒えるよう、団地内の無料W旧の設置に取り組むなど高齢者

の見守り活動等を充実させます。
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（2）居住環境が整った暮らしやすいまちづくり

空き地の活用

地区内には、被災後、空き地が散見されるようになり、今後、高齢化が進むと

地区内の空き地が更に増加することが懸念されます。

空き地は、放置しておくと草木が茂り、周辺環境に悪影響を与えるだけで

なく、外から見たときの印象も悪いため、農園や駐車場の整備など、空き地

の活用を図ります。

【重点的な取組】

●空き地の市民農園・家庭菜園、団地来訪者用の駐車場などへの活用

○　空き地については、市民農園や家庭菜園として活用するほか、新建夏祭りをは

じめとした行事の際の来訪者用駐車場の整備に取り組みます。

○　土地の所有者や隣接者に対する交渉に取り組むほか、表面整備費や苗・種・肥

料等の購入など、空き地の活用に取り組みます。

【中長期的な取組】

○　地区内の環境を改善するため、未完成の造成地について、早期の完成を働きか

けます。

○　グラウンドの整備など様々なコミュニティ活動に活用できるよう、複数の空き

地や大規模な未利用地を利活用する手法について、土地所有者に呼びかけるなど

働きかけをします。

地域交通の充実

地区内には公共交通機関の乗り入れがなく、今後、高齢化が進み、車を運転で

きない住民が増えると、商業施設や病院、福祉施設など生活に必要な施設の利用

が困難になることが懸念されます。

地区内の住民の誰もが、いつまでも便利に生活することができるように、

都市計画道路「可部大宅寺線・高陽可部線」の整備にあわせた公共交通網の

整備など、地域交通の充実を図ります。

新建地区復興まちづくりプラン
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【重点的な取組】

●公共交通網の整備

○　現在、寺山公園入口付近までの整備が完了している可部大宅寺線、安佐市民病

院北西部までの整備が完了している高陽可部線は、広島市の復興まちづくりビジョ

ンに基づき、それぞれ広域避難路としての延伸が進められており、平成31年度

までに完成する予定となっています。

○　これにより、可部地区から高陽地区まで接続されることから、路線バスの運行

について、バス会社への働きかけを行うなど誘致に取り組みます。

可部地区と高陽地区を結／釣レート

【中長期的な取組】

○　平成27年9月に実施した団地内乗合タクシーの導入に関するアンケートでは、

導入に対するニーズは少数でした。しかし、今後、高齢化の進行によりそのニー

ズは高まることが想定されることから、生活サービス施設の利便性を高めるため、

可部駅との問の循環バスや乗合タクシーの運行について、事業者に働きかけを行

うなど誘致に取り組みます。

○　地区内の移動の利便性・安全性を高めるため、地区内を通るコミュニティバス

の運行について、事業者に働きかけを行うなど誘致に取り組みます。
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（3）地域コミュニティが活発で多世代が交流するまちづくり

地区内交流のための基盤整備

新建地区は、地区内を流れる台川によって南北に分断されており、往来が困難

な状況にあります。

緊急時の迅速な避難を可能にするとともに、日常生活においても地区内の住

民の交流を促すことができるよう、台川を挟んだネットワーク強化を図ります。

【重点的な取組】

●台川への歩道橋の新設

○　緊急時に、台川を挟んだ南北の双方向への速やかな避難を可能とするためには、

台IIIを渡る経路の整備が不可欠であることや、台li仲蒲郡で（ま、地区の北側から

ちびっこ広場への移動を容易にし、住民の交流を活発化するため、歩道橋の設置

に取り組みます。

○　歩道橋の架橋に向けて、地域住民の合意形成などに取り組むとともに、対岸が

台地区となる中流部については、台町内会や土地の所有者等との調整に取り組み

ます。

薪建地区復興まちづくりプラン
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5

コミュニティ活動の充実

子どもからお年寄りまで、多くの世代が舌発に交流できる地区としていくため

には、コミュニティ活動が不可欠であり、これまでに取り組んできた様々なコミュ

ニティ活動の継続的な実施や更なる充実を図ります。

コミュニティ活動については、環境整備が進むことにより、自然発生的に

広がっていくと考えられるため、中長期的な取組として、継続的に取り組み

ます。

【中長期的な取組】

○　住民のレグノエーション活動の充実を図るため、スポーツ教室や文化教室の開

設や充実に取り組むとともに、ウオーキングや保健衛生講習など住民の健康増進

につながる活動の充実に取り組みます。

○　地区住民の交流を促進するため、集会所での映画上映など楽しいイベントの実

施・充実に取り組むとともに、そのために必要な屋台グッズや映画上映設備の整

備に取り組みます。

○　平成28年12月まで実施

した「新建すまいるカフェ」

には、楽しみに来てくれる大

勢の被災者がおられました。

このため、現在も実施して

いる「新建女子会」、「とんど

焼き」や「そうめん流し」な

どのイベントの継続に取り

組みます。

新建女子会（絵手紙制作）の様子

÷繁 　雄：／i ：∴∴ 　∴∴ 中三謹轟轟 �：・‘子∴ 、′ヽ細事言 諒定 植 �．㌫〃 ‡′溝 †∴ ＼∴ヽ 聯 ′ 轄 �′●ヽ � 

高、1－ 「虐醤）と �滋圭一 ��l 　l 　謹話eri 

1、1ま‾ ：：∴÷” 恒．－ �＼ � �e㌔ t∴ ーヽ ／運 

とんど焼き（平成28年1月17日）

将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
展
開

3
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
活
発
で
多
世
代
が
交
流
す
る
ま
ち
づ
く
り



（4）外からも人を呼べる魅力あるきちづくり

子育て環境の充実

若い世代を地区へと呼び込んでくるためにば子育てのための環境が整ってい

ることが不可欠です。

これまでに取り組んできた、子育てを支援する活動を継続するとともに、

こうした活動をアピールするなど、子育て環境の充実を図ります。

【重点的な取組】

●子ども会活動や見守り活動のアピール

○　新建地区においては、子ども会による活動や登下校時の見守り活動等、子育て

を支援する活動を積極的に行っており、このような子育て環境の良さを地区外に

アピールする仕組みづくりに取り組みます。

○　不動産情報などに併せて、子ども会等の活動状況を紹介できるよう、不動産事

業者等への協力を依頼します。

L‾’ j電∴∴一 範董誓 ��豊 

ii・　　　　　「 

i＿　も／ヽ、 

・一・盟蛾 言貯 謹新人‘・、＼‾尋 

子ども会によるクリスマス会

【中長期的な取組】

○　将来的に子どもが増えた場合は、その受け皿として、保育園などの設置について、

用地確保や誘致についての住民の合意形成を図りながら検討します。

新建地区復興まちづくりプラン
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陸幕画調地域文化を育むための環境整備

地区の魅力を高め、外から人を呼び込んでくるためには、地域に根付いた文化

を育んでいくことが重要です。

広島県による砂防堰堤下公園（さくらひろば）の整備に加え、これらの施

設を有効に活用するための設備等を充実させることにより、地域文化を育む

ための環境整備を図ります。

【重点的な取組】

●砂防堰堤下公園（さくらひろば）へのトイレ整備

○　現在、広島県により整備が進められている砂防堰堤下公園（さくらひろば）は、

防災を祈念する公園として、災害の経韻を次代に継承するとともに、地域文化を

育むため房吉用します。

○　平成27年度の住民ワークショップの検討結果に基づき、トイレは多くの住民に

利用してもらう上で不可欠な施設であることから、早期の整備に取り組みます。

○　整備後は、清掃等の日常的な維持管理に取り組みます。

「さくらひろ（到整備イメージ図

●野外ステージの整備

○　コミュニティ活動の活発化を図るため、子どもたちによる「新建ソーラン」の

創作や夏祭りの「和太鼓演奏」など、さまざまなイベントに活用できるよう、公

園への野外ステージの整備に取り組みます。

○　整備箇所の使用許可を受けるとともに、ステージの購入を検討します。
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【中長期的な取組】

○　ちびっこ広場には水道設備がないため、子どもたちが遊んだ後に手を洗うこと

ができるよう、水道設備の設置に取り組みます。

○　地区の名称や魅力をPRするために、地区の入口への看板設置に取り組みます。

○　将来的には、寺山公園や高松山などの周辺を含めた文化ゾーンとなるよう、様々

な取り組みを進めます。

塞我国績淘－㊧ まちの美化や自然を活かす環境整備

新建地区は豊かな自然に囲まれた環境にあり、こうした環境を魅力として活か

したまちづくりが求められます。

地区内の環境美化を促進し、潤いあるまち並みを形成するなど、まちの美

化や自然を活かす環境整備を図ります。

【重点的な取組】

●桜の植樹や花壇の整備

○災害復旧や復興工事に伴い、各　葺

所に小規模な空き地が発生するこ

とが想定されるため、そのような

場所への桜の植樹や花壇の整備に

取り組み、住民の憩いの場所とな

るように努めます。

○　植樹箇所の占用許可を受けると

ともに、苗・種・肥料等必要な資

材等を購入するなど環境整備に取

り組みます。

議軸藷藍麗讃饗 ．∴やす○ ��‾油醗て∴蓑馨襲撃遥 

‾i“一二二i一一一一一言阜 ��＿＿‾‾壇貿 

ia．∴ノ ミi ����� � 

小規模な空き地を利用した緑化（被災前）

【中長期的な取組】

○　住民の日常的な憩いの場やウオーキングのコースとして活用できるよう、道路

整備等に合わせた散歩道や遊歩道の整備に取り組みます。

○　散歩道や遊歩道の整備にあたっては、お年寄りでも利用しやすいよう、休憩場

所の整備にも取り組みます。

薪建地区復興まちづくりプラン
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（5）新建地区復興まちづくりプランに掲載した重点的な取組
5

【凡　例】

田自治会が中心となって取り組むもの

田行政へ要望するもの（施般軸）

田事業者へ要望するもの

［垂コ復興まちづくりビジョン餓事業
H26要望により県が事案化した事業

ここ二二コ新建自治会の範囲

市道

農道

皇道

普通河川

亡二二コ公園・ひろば

へ十一一ベル‘ヽ＿

台車突集会所
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（6）新建地区復興まちづくりプランに掲載した取組の体系別整理

まうの現状認識 

強 み �【便利】 

・可部の市街地に近い 

・保育所が近くにある 

・商業施設や病院が近くにある 

・バイ／でス何部大宅寺線）が 

できてよくなった 

【若者】 
・郊外で地価が比較的低く 

若い人が呼べる 
・若い人たちが盛り上げてくれる 

・新建まつりには団地の外から 

来る人もいる 

【自然】 
・川がきれい 

・山に囲まれ風が京しい 

・空気・風景がいい 

・景色がいい 

・自然に親しめる 

・静かで環境に不満ない 

弱 �【交通】 

・車がないと不便 

・公共交通乗り入れがない 

・運転できなくなると困る 【コミュニティ】 

・総会への参加が少ない 

み �・子どもが少ない ・若い人が少ないと困ったときに 

助けられない 【安全・安ふ】 

・災害に弱い（ソフトも含めて） 

・北側と裔側を結ぶ道路がない 

〉 �まぢの �まちづくりの �まぢづくりの 

将来像 �基本方針 �基本目標 

い つ ま で も 住 み 続 け ら れ る き ち ● 新 建 �災害に強く 安全で安Ihな まちづくり �◎道路・水路等の計画的な整備 

◎緊急時への備えの充実 

居住環境が整った 暮らしやすい まちづくり �⑥空き地の活用 

◎地域交通の充実 

地域コミュニティ が舌発で 多世代が交流する まちづくり �⑥地域内交流のための基盤整備 

⑥コミュニティ活動の充実 

外からも 人を呼べる �◎子育て環境の充実 

⑨地域文化を育むための 

魅力ある ＿まちづくり �環境整備 

⑥まうの美化や自然を活かす 環境整備 
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具体的な取組 

事業化した取組 � �� 重点的な取組 �住民（自治会）の役割 �中長期的な取組 �住民（自治会）の役割 

・市道の拡幅や待避所整鯖 【ビジョン掲載】 ・新建川、台川の局部改良 【ビジョン掲載】 ・砂防堰堤整備 （根谷川安川100渓流〉 �○避難に有用な道路の整鯖 ・地区内道路のネットワーク化 （私道の公道化） �・用地確保や工事実施について の合意形成 � � 

・工事用道路の公道化 �・用地確保や工事実施について の合意形成 

・「新建ポータルサイト」の 運用 �○緊急時に備える施設等の整簡 “避難所、集会所を兼ねた施設 �・用地確保や工事英樹こついて �・高齢者見守り活動等を充実させる 団地内の無料Wトロ ・防災無線や有線設備の設置 �・設置費や過信要の負担 ・屋外の設置場所の提供や 

（雨量計設置による情報提供、 安否確認システム等） �の整備 �の合意形成 ��放送音への理解 

○空き地の有効活用 ・市民農園、家庭菜園や団地来 訪者用の駐車場などへの活用 �・土地所有者や隣接者の合意形成 ・苗、種、肥料等の購入 ・表面整備費の負担 �・造成地の早期完成 ・グラウンドの整備など �・土地所有書の含意形成 

○公共交通網の整備 ・幹線道路へのバスの運行 �・バス事業者への働きかけ ・利用者の確保 �・可部駅からの循環バス等の運行 ・団地内のコミュニティバス連行など �・利用者の確保 

○地域内をネットワークする 道路等の整備 ・台用への歩道橋の新設 �・台町内会との調整 ・用地確保や工事実施について の合意形成 � � 

・スポーツなどの文化教室の開設・充実 ・ウオーキング、保健衛生講習など健康 づくりの促進 ・集会所での映画上映など楽しいイベント の実施・充実 ・屋台グッズ ・新たなふれあいカフェの継続など �・住民（自治会）により実施 ・上映設備の購入 

○子育て環境のアピール ・子ども会の活動や見守り活動 �・不動産事業者等へ活動状況の �・保育所の設置　など �・用地確保や誘致について 

のアピール �アピールなど協力依頼 ��の合憲形成 

・砂防堰堤下公園（さくら �○公国や広鰯の整備・充実 ・砂防堰堤下公園（さくらひろ㈱ �・清掃等の日常的な維持管理 �・ちびっこ広場への水道のとりつけ �・用地確保や工事について へのトイレ整備 ��・団地をPRするための看板設置 ・寺山公園や舌松山など周辺を〈めた �の合意形成 ・日常的な維持管理と 

＼ひろば）整備 �・野外ステージの整備 �・公園管理者への使用許可申請 ・ステージの購入 �　「司　　（≡i」 文化ゾ－ンづくりなど �緒が 利活用の促進 

○潤いのある街並みの形成 �・植樹箇所（道路等）の占用 許可申講 �・散歩道や遊歩道の整備 �・用地確保や工事について の合憲形成 

・桜の植樹や花壇の整備 �　〇 ・苗、種、肥料等の賭入 �・休憩場の整備　など �・日常的な維持管理と 利活用の促進 

※　　　網掛け：市への要望書（平成27年1月、3月）に記載の事業

新建地区復興まちづくりプラン
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（7）重点的な取組における住民・行政・民間事業者の役割分担

まぢづくりの基本目標 �重点的な取組 �役割分担 
住民※1 �行政（日は民間事業者）※2 

◎道路・水路等の計画的な 整鯖「 �・地区内道路のネットワー クi化 （私道の公道化） �・用地確保や工事実施に ついての合憲形成 �・市道認定 ・用地取得 ・施設整備 

・工事用道路の公道化 �・用地確保や工事実施に ついての合意形成 �・国・県との調整 ・市道認定 ・用地取得 ・施設整備 

◎緊急時への備えの充実 �“避難所、集会所を兼ねた �・用地確保や工事実施に �・用地取得 
施設の整備 �ついての合意形成 �・施設整備 

⑥空き地の活用 �・市民農園、家庭菜園や団 �・土地所有者や隣接者の 合意形成 � 
地来訪者用の駐車場整備 �・苗、種、肥料等の購入 ・表面整備費の負担 

◎地域交通の充実 �・幹線道路へのバスの運行 �・バス事業者への働きかけ ・バス利用者の確保 �［路線バスの運行〕 

⑥地域内交流のための �・台IIiへの歩道橋の新設 �・台町内会との調整 �・用地取得 
基盤整備 ��“用地確保や工事実施に ついての合意形成 �・施設整備 

◎コミュニティ活動の充実 � � � 

⑥子育て環境の充実 �“子ども会活動や見守り活 �・不動産事業者等への �［顧客への活動内容など 
動のアピール �活動状況など協力依頼 �の情報提供］ 

⑥地域文化を育むための 環境整備 �・砂防堰堤下公園（さくら �・清掃等の日常的な維持 �・施設整備 

ひろくま）へのトイレ整備 �管理 

・野外ステージの整備 �・公園管理者への使用 許可串請 ・ステージの購入 �・公園の使用許可 

⑥まちの美化や自然を 活かす環境整備 �・桜の植樹や花壇の整備 �・植樹商所（道路等）の 占用許可申請 ・苗、種、肥料等の購入 �・道路等の占用許可 

※1住民の役割となる項目については、新建地区復興まちづくり協議会（新建自治会）が中心となって取り組む。

※2　行政や民間事業者の役割となっている項目については、新建地区復興まちづくり協議会（新建自治会）が〒政

等へ必要な要望を行っていく。

－LJ
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新建地区復興まちづくりプラン

資料編

新建地区復興まちづくりプラン



資料1 ワークショップニュース

8第1回ワークショップ

第1回ワークショップを開催しました！

まだまだ厳しい暑さが続く8月21日（日）、
新建築会所において、15名の住民の方の参加
のもと、「新建地区復興まちづくりプランワー
クショップ（第1回）」が開催されました。
今回のワークショップでは、はじめにコンサ

ルタントから新建地区におけるまちづくりの視
点について話があった後、新建地区の強みや弱
み、20年後の新建地区などについて話し合い
ました。

日頃から様々な活動を通じてつながりのある
方たちの集まりであったため、和やかな雰囲気
の中で話もはずみ、様々な意見が出されました。

上申一　　　　理判

曹

∴∴＿
鶏

◆新建地区まちづくりの視点

◎災害を契機としたまちづくりの勧め
・きちづくりはきっかけが大切！

◎防災・減災を含めた魅力ある地区に
するために
・まちづくりは自分たちで考え、自分たち

で取り組むもの
・元気に、楽しく、積極的に取り組もう！
・作戦は強み、弱みの活用

【第1回WSプログラム】 
テーマ 
「噺連地区の目指すべきまさの将来像 

を考えよう！」 

◇新建地区まちづくりの視点について 
◇グループワーク① 

「新建地区の強みと弱みを考えよう！」 

◇グループワーク② 
「20年後の新建地区をイメージしよう！ 

新建地区のまちづくり“
みんなで考えよう！！

文字（文章）、数字、
図面で表現

①目標

鶏捌
②このまま　⊥
推移すると““・

2016　10年後　20年後

◎地区の将来の目標は何？
・将来どうなってほしいか？このままだとどうなるか？
・目標と現実のギャップを埋めるのが取り組みアイデア

作戦1弱みを克服する

作戦2強みを伸ばす
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グループワークでは、まず、「新
建地区の良いところや魅力」「悪い
ところ、困っているところ」などに
ついて意見を出し合いました。
次に、「20年後の新建地区はどう

なっていてはしいか」「このままだ
とどうなるか」などについてイメー
ジしてみました。

グループワークで出た意見や将来
イメージの一部をご紹介します。

ノ1

壌避

◎今の人口を維

◎お年寄りが 

莱　◎護るおい 
◎空き地・ 

空き家 
が増える 

’二㌦二一一　　　　　　ノ′／－」 

できるように
◎若い人が入っ

くるまちに

一一一一一一一一一

◎街に近くて便利！
◎自然に親しめる！
◎空気・風景がいい

◎子どもが少ない
◎車がないと不便

街に近い
保育所が近くにある
商業施設や病院が近くにある
バイパスができてよくなった

郊外で地価が比較的低く、若い人が呼べる
苦い人たちが盛り上げてくれる

新建まつりには団地の外から来る人もいる
きれいな川（水）を強みに
山に囲まれて風が涼しい
空気・風景がいい
自然に親しめる

車がないと不便
公共交通がない
車が運転できなくなると困る
子どもが少ない

若い人が少ないと困ったときに助けられない
西側と東側を結ぶ道路がない

地域に骨をうずめたい
今の人口を維持できるように
住んでよかったと思ってもらえるように

若い人がどんどん入ってくるまち

身内を引っ張ってくる
魅力あるまちなら人が入ってくる
お年寄りと子どものつながり

お年寄りが元気なまち

花と緑のうるおいのあるまち

文化のまち

空き地だらけ？
空き家が増える

家がどうなっているか分からない

家は解体？
借家にして新しい人に入ってもらう

引越す
子どもたちは帰ってこない
子どもは少なくなっている

次回は、「地区の将来イメージを実現するための取り組み」をテーマに話し合います！

第2回ワークショップは、

2

新建集会所で開催します。

新建地区復頗きちづくりプラン
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資料1ワークショップニュース

8第2回ワークショップ

第2回ワークショップを開催しました！

残暑の中にも秋の訪れを感じさせる9月22
日（木・祝）、新建集会所において、16名の
住民の方の参加のもと、「新建地区復興まちづ
くりプランワークショップ（第2回）」が開催
されました。

今回のワークショップでは、新建地区におけ
るまちの将来像や将来像を実現するための取り
組みについて、前回のワークショップや昨年ま
での話し合いで出た意見も踏まえながら話し合
いました。
参加者の間で、様々な視点から活発な意見交

換が行われ、有意義なワークショップとなりま
した。

一je’　生ず義勇

【第2回WSプログラム】
テーマ
「将来像を実現するための取り組み

を考えよう！」

◇第1回ワークショップのおさらい

◇第2回ワークショップの内容

◇グループワーク①
「まちの将来像を考えよう！」

◇グループワーク②
「必要な取り組みを考えよう！」

活発な意見交換でたくさんの意見が出ました。

◆将来像を実現する取り組みを考える3つの視点

視点1ソフトの取り組みに目を向けましょう！
ハード整備だけでは、まちづくりの課題は解決しません。

視点2　自分たち自ら取り組む活動を考えましょう！
まちづくりの主役は、皆さんです。

視点3まちの将来像を具体的にイメージしましょう！
「まちづくり」や「まちの将来」を自分のこととして考えることが大切です。
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グループワークでは、「新建地区の将来像」「将来像を実現するための取り組み」など
について意見を出し合い、ここでは書ききれないほど、たくさんの意見や取り組みのアイ
デアが出ました。その一部をご紹介します。

関与∴∴綱田寄書∴二二 

′ 

I i � �態　　、責∴．∴∴∴　∴∴∴ 

『安全・安心』に関する取り組み

団地内に避難場所を設ける
防災無線や有線による緊急連絡網

工事用道路の公道化

消防車両がスムーズに入れる道路
道路・川など基本インフラの整備

『魅力づくり』に関する取り組み

予言を1∵享

子ども会の活動のアピール

保育所の設置

打＿魯雷‡ ∵霊讃蜜
・屋台グッズやプロジェクター

・野外ステージ

・さくらひろば（堰堤広場）へのトイレの設置

・山林にトレッキング可能な散歩道を設ける

・桜を植樹して遊歩道を作る
・花壇がある散歩道

『居住環境』に関する取り組み

東西間の造成地の早期完成
空き地への企業誘致、工業団地化
市民農園などへの空地の活用

台・新建合同の行政相談所
コンビニの設置

団地内の無料Wi－Fi

幹線道路にバスを通す
可部駅からの循環バスやタクシー
団地内のコミュニティバス運行

『コミュニティ』に関する取り組み

・歩道橋の新設
・私道の公道化

：∴∴∴∴：÷÷1．漣墓室言三‾∴高言言三㌧、∴　、i

・ふれあいカフェを月1回から週1回へ増やす

・文化教室（スポーツなど）の充実・開設
“楽しいイベントを増やす

次回は、「取り組みの優先順位と地域の役割」をテーマに話し合います！

第3回ワークショップは、 新建集会所で開催します。

2

新建地区復興まうづくりプラン
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資料1ワークショップニュース

8第3回ワークショップ

第3回ワークショップを開催しました！

朝夕はめっきり涼しくなり、秋の深まりを感
じさせる10月22日（土）、新建築会所におい
て、13名の住民の方の参加のもと、「新建地
区復興まちづくりプランワークショップ（第3
回）」が開催されました。

今回のワークショップでは、具体的な取り組
みの擾先順位や住民の役割について、前回の
ワークショップや昨年までの話し合いで出た意
見も踏まえながら話し合いました。
参加者の間で、様々な視点から活発な意見交

換が〒われ、具体的な取り組みを体系別に整理
できました。

ー　　　＿ユニ紀子，」コ　　　　　　、置．’ 一一一一一一輝i菖ii／ ーi＿L媚雪間謡「圭 

融畿／ 
I　　　　　　f 　　　　　　l 

翻案は菖聾唖 
▲ワークショップの様子

【第3回WSプログラム】
テーマ
「取り組みの優先順位と

住民の役割を考えよう！」

◇第2回ワークショップのおさらい

◇第3回ワークショップの内容
◇グループワーク①

「取り組みの優先順位を考えよう！」

◇グループワーク②
「住民の役割を考えよう！」

「新建地区復興まちづくりプラン」に 

記載する取り組みは、＼鮭欒恋申必定 

怒ご高二箋施す遠軽兜であり、地域の 
みの取り組みでは実現不可能な部分に 
ついて衛塩　竃讃罷憾執成謹薩燵 
韻「結高率寮編です。 

1前回までのワーク

ショップを踏まえた

取り組みのたたき台

◆まちの将来像とまちづくりの基本方針

まちの将来像とまちづくりの基本方針を以下のように定めました。

い需誤電鶉鑑謬縞鰐塾締違叢嚢の薪邁

◎災害に強く安心で安全なまちづくり

◎居住環境が整った暮らしやすいまちづくり

◎地域コミュニティが舌発で多世代が交流するまちづくり

◎外からも人を呼べる魅力あるまちづくり

資
料
1
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス



過嬬瀧囲囲輯絹開聞圏闘閏囲随閉園葦蓋を豆圏 

グループワークでは、「取り組みの優先順位」「住民の役割」などについて意見を出し 合いながら、－具体的な取り組み内容を体系的に整理し、合意しました。 　陸藷藷襲嘉善言で鐸盤所が欲し。， 

固障議案っ。ての合意形成等◎詳繋鷲驚 
中長期的な取り組みは・‥　　　　　　　　　可能性がある！　！ 

⇒防災無線や有線設備の設置　等 

醒幽閏轡／重点的な取り組みは‥・　　　　　　　　　　　樟 

開園住護国の輔‾鷲態 
◇費用の負担（百〇種等の購入、表面整備費等）かが重要！ 　◇バス利用者の確保　　　善 言：∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴一∴一∴ 

髄　　畳　中長期的な取り組みは・・・ 薫駆闘開園灘i；⇒グラウンドの整備、団地内のコミュニティバス等 

重点的な取り組みは・・・
◆合川への歩道橋の新設
◆私道の公道化

住民の役割は・・・
◇台町内会との調整

中長期的な取り組みは・・・
⇒イベントなどの地域活動の充実　等

等

重点的な取り組みは
◆子ども会活動や見守り活動のアピール

◎見守り活動など、今も 
やっている活動の延長！ 

◎若い人に「子育てにやさ 
しいまち」をアピール 

／していきたい！ 　◎清掃は自治会で行う！ 

◎苗木の価格は 
等の　　それほど高くない！ 

等

◆さくらひろばへのトイレ整備

◆野外ステージの整備
◆桜の植樹や花壇の整備

住民の役割は・・・
◇不動産事業者等へ子ども会活動状況

アピールなどの協力依頼
◇公国の使用許可や道路の占用許可

中長期的な取り組みは・・・
⇒団地をPRする看板設置、散歩道の整備　等

◆「新建地区復興まちづくりプラン」の作成について
ワークショップの結果を基に、コンサルタントと協議会で調整しながら完成させ、3月末まで
に広島市に提出します。
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資料2 新建地区復興まちづくり協議会構成員

第一期（16名）

担　当 �氏　　　名 �備　考 

会　長 �今田　　　勝馬 �2班B 

理　事 �進藤　　　秀夫 �1班 

理　事 �藤原　　　明男 �2班A 

理　事 �長谷川　　　充 �3班 

理　事 �小笠原　正信 �5班 

理　事 �梅野　　　照幸 �● 

顧　問 �山村　　　和弘 �？班 

青木　　　克文 �1班 

森次　　　茂広 �／2班A 

亀山　　博英 �2班B 

岩田　　　　勝 �3班 

横谷　　　寿生 �5班 

四方　　　康行 �● 

liI立　　　良男 �熟年会代表 

横瀬　　　絵里 �子ども会会長 

宮本　　新也 �青年部代表 

※プラン作成時の構成員。

※プランの実施は、第二期以降の構成員が中l工人となって行う。
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資料3　新建地区復興まちづくりプラン策定経緯

時　期 �内　　容 

平成26年8月 �平成26年8月20日豪雨災害 

平成27年1月 �新建自治会から広島市へ安全・安心なまちづくりに関する要望書の提出（7項目） 

平成27年3月 �新建自治会から広島市へ復興まちづくりに係る要望書の提出（2項目） 

平成28年1－3月 �（仮称）みんなで減災ひろばワークショップ開催（全4回） 

平成28年7月 �新建地区復興まちづくり協議会発足会開催 

平成28年8月 �第1回新建地区復興まちづくりプランワークショップ開催 

平成28年9月 �第2回新建地区復興まちづくりプランワークショップ開催i 

平成28年10月 �第3回新建地区復興まちづくりプランワークショップ開催 

平成29年3月 �新建地区復興まちづくりプラン報告会 

平成29年3月 �新建地区復興まちづくりプラン完成 

雪目 （ i 畠か／ l 購 ㌦＿才 1㌢∴） 車 両 �∴「∴、∴詰∴÷∴－∴ ���� 

‡ ∴∴∴「∴∴▲∴∴ �� �� 

＼∴ 

1＼t　Tr∴∴m ��→へ‡ 運1 

l、裏地 �� � 

平成29年3月19日　報告会

新建地区復興まちづくりプラン
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